
令和 課

して高度なセキュリテ

の

ィ対策を講じる

。

主た

主

る内容

　電子申請・届

な

出システム、ＬＧＷＡ

事

Ｎ等の運用と

、共同セ

業

キュリティ監査を行う。インターネット接

続

一

口の集約及びあいち情

般

報セキュリティクラウ

会

ドへ

の接続を行う。

 
計

1

令和  6 年度 情報政

愛

策課の主な事業

一般

知

会計

システム等管理事

県

業
予算額 123,65

自

8 千円

目的

　情報処

治

理業務を安全かつ迅速

体

、効率的に遂行する

こ

共

とにより、マイナンバ

同

ー利用事務系業務シス

情

テム

の安定稼動を図る

6

報

。

　情報システムを情

化

報共有基盤上で管理す

事

ることに

より、システ

業

ム運用における効率化

予

を図る。

主たる内容

　

算

電子計算機とその周辺

額

機器の運用・保守管理

1

、業

務データの保管及

6

び業務システム間連携

,

や番号制度

での情報連

年

3

携を実現するデータ連

5

携基盤等の管理を

行う

5

。

1

令和  6 年度 情

千

報政策課の主な事業

円

一般会計

ＯＡ管理事業
予算額 131,079

目

千円

目的

　内部事務

的

支援システムやパソコ

　

ン等を管理又は導

入す

あ

ることにより、行政事

度

い

務の合理化や効率化を

ち

図

る。

主たる内容

　グ

電

ループウェアシステム

子

及び内部事務支援シス

自

テ

ム等の運用管理や、

治

機能拡充を行うととも

体

に、作業

用パソコンを

推

更新する。

　

1

令和

進

 6 年度 情報政策課の

協

主な事業

一般会計

ネ

情

議

ットワーク等管理事業

会

予算額 55,823 千

に

円

目的

　情報システ

お

ム全般のインフラであ

い

るネットワーク

を効率

て

的に維持管理すること

、

により、全システムの

県

安定稼動を図る。

主た

と

る内容

　ＬＧＷＡＮ接

市

続系、マイナンバー利

報

町

用事務系及び

インター

村

ネット接続系ネットワ

が

ーク等の運用管理や

保

共

守管理を行う。

1

令

同

和  6 年度 情報政策課

し

の主な事業

一般会計

て

番号連携システム改修

電

事業
予算額 71,50

子

0 千円

目的

　システ

自

ム標準化への対応と情

政

治

報処理を安全かつ迅

速

体

、効率的に遂行するこ

の

とにより、マイナンバ

推

ー利

用事務系業務シス

進

テムの安定稼働を図る

を

。

　既存の各業務シス

図

テムを活用し、システ

る

ム標準化

で利用頻度が

。

低下する、各業務情報

ま

連携用データベ

ースで

策

た

ある共通基盤を廃止し

、

、システム運用におけ

県

る効率化を図る。

主た

と

る内容

 現行の番号連

市

携システムを標準化に

町

即したシステ

ムへ更新

村

するとともに、データ

が

連携共通基盤を廃止

す

協

る。

1

力



令和 課

業務システムの安定稼

の

働を図る。

　国が整備

主

するガバメントクラウ

な

ド上の標準準拠シ

ステ

事

ムを利用し、システム

業

運用における効率化を図

る。

主たる内容

　標

一

準準拠システムで必要

般

となるガバメントクラ

会

ウ

ド上のサーバ環境の

 
計

整備及び庁内ネットワ

ガ

ークから

ガバメントク

バ

ラウドへ接続するため

メ

の各種環境設定

を行う

ン

。

2

令和  6 年度 情

ト

報政策課の主な事業

ク

一般会計

ＩＣＴ活用推

ラ

進事業
予算額 38,6

ウ

69 千円

目的

　社会

ド

情勢が大きく変化する

6

環

中、持続可能な形で行

境

政サービスを提供し続

設

けるため、新しい情報

定

技術の

活用を推進し、

事

迅速で的確な行政サー

業

ビスと業務の

効率化を

予

図る。

主たる内容

　Ｉ

算

ＣＴ技術を活用したシ

額

ステムの運用管理及び

3

保

守管理を行う。Ch

年

1

atGPTの導入やデ

,

ジタル人材育成

研修を

5

実施する。また、情報

0

セキュリティポリシー

0

改訂業務を行う。

2

千円

目的

度

　システム標準化への

情

対応と情報処理を安全

報

かつ迅

速、効率的に遂

政

行することにより、マ

策

イナンバー利

用事務系


